【様式B】



令和5年度　小・中学校における環境教育の取組み


家庭科（全学年）


テーマ〖 食とＳＤＧｓを意識した環境教育 ～ 地産地消は、多くの目標に貢献できる ～ 〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 東大阪市立枚岡中学校








≪学習のねらい≫


校内にグリーンカーテンを設置することにより、目にも優しく、教室内の冷房の節電及び地球温


暖化の予防に役立つ。


大阪府で昔から栽培されてきた『なにわの伝統野菜』を未来へ伝え、残していく気持ちを育てることができる。また、校内で栽培した「田辺大根」「天王寺蕪」「大阪しろ菜」を調理・消費し、食に関する一連の工程を体験することで、食べ物を大切にして感謝の気持ちを持つことができる。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　７月 ～ ２月


校内に、新たな畑を作り、「田辺大根」「天王寺蕪」「大阪しろ菜」の種まきをする。


ＳＤＧｓ( 持続可能な開発目標 ) についてのふり返りを行う。


『なにわの伝統野菜』と認められるには、現在も大阪府内で栽培されている２１種類の野菜であることを学習する。


１年生では、｢和食ＳＤＧｓを意識した環境教育」を実施。(１１/２４の和食の日)


収穫した『なにわの伝統野菜』や、東大阪市産のアイガモ農法で栽培した無農薬米を使用し、調理・喫食を行う。


≪指導のポイント≫


ＳＤＧｓ( 持続可能な開発目標 ) のうち、下記の３つの目標と関連づけて、学習を行う。


・ ＳＤＧｓ目標　２  飢餓をゼロに


　 昔から食べられてきた『なにわの伝統野菜』について知り、未来へ伝え、残していく気持ちを育てる。


・ ＳＤＧｓ目標１２　つくる責任・つかう責任


一連の食工程を体験することで、食べ物を大切にして感謝の気持ちを持つ。


・ ＳＤＧｓ目標１３  気候変動に具体的な対策を


グリーンカーテンを設置することにより、節電及び地球温暖化を防ぐことができる。また、地産地消の作物を食べることで、運搬による廃棄ガス削減などの地球温暖化を防ぐことにつなげる。


できるだけ地元で生産されたものを地元で消費することの大切さに気づき、自分達にできることを考え、実際の行動につなげる。


≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　・未来市民・家庭科・『なにわの伝統野菜研究会』代表　清原  風早子さんによる食育講演会の実施。


≪成果≫　取組みを終えた生徒のふり返りシートに記載。


　・マイバックを持って地元の食材を買い、作り過ぎないように調理し、ゴミの分別にも気をつけて実習を行うことができた。


・こまめに電気を消したり、徒歩や自転車移動をして車に乗らないなど、身近な生活に繋げていくことができた。


　・生徒のふり返りには、「自分達で種まきした『なにわの伝統野菜』や東大阪市内で栽培した米を調理して食べることは、地産地消になる。」「１つの野菜を育てるだけでも何ヵ月もかかるのに、毎日色々な食材で様々な料理を食べることができている私達は本当に恵まれていることに気づき、農家さんのような食に関わる人々への感謝の気持ちを持つことができた。」などの記載があった。
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